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題意の回転体は、底面の半径
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の円錐であるから 
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V が最小になるのは、  3sinsin  が最大になるときである。 
3)( tttf  とおき、 10  t における増減を調べる。 
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増減は右の通りで、
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t のとき最大となる。 
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このときの接点は、
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